
平
安
時
代
の
平
仮
名
文
の
表
記
様
式
〔
H
〕

－
語
の
漢
卓
表
記
を
、
芋
と
し
て
ー

小
　
　
林
．
芳
　
　
規

0

6

こ
の
稿
は
、
本
誌
第
四
十
四
輯
所
載
の
〔
工
〕
に
そ
の
ま
ま
接
続
す
る
。

文
献
・
資
料
番
号
、
注
の
通
し
番
号
な
ど
も
前
稿
に
従
っ
て
い
る
。

五
、
実
用
と
し
て
の
平
仮
名
文
表
記
の
一
面
と
そ
の
特
質

以
上
取
上
げ
た
資
料
は
、
平
安
時
代
の
平
仮
名
文
の
、
年
代
も
略
明
ら
か

な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
書
記
の
目
的
も
消
息
、
日
記
・
備
忘
な
ど
の
実
用
的

目
的
に
出
て
お
り
、
か
つ
現
存
の
主
要
な
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
る
も

の
と
し
て
は
資
料
⑧
石
山
寺
蔵
虚
空
蔵
菩
薩
念
詞
次
第
紙
背
消
息
が
あ
る
。

－
ナ
れ

l
に
は
伊
東
卓
治
氏
の
詳
細
な
論
考
と
解
読
が
あ
り
（
文
献
誓
、
ま
た

中
田
祝
夫
博
士
の
解
読
も
あ
る
（
文
献
誓
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
右
の
よ
う

な
字
音
語
の
例
と
し
て
は
、

叫
中
の
お
ほ
ん
か
へ
∩
〓
・

割
り
引
の
す
け

の
二
語
が
あ
る
。
「
さ
い
く
」
は
文
献
1
3
で
は
「
斎
宮
の
助
」
と
読
ん
で
い

る
。
文
献
2
3
で
は
「
斎
藤
」
と
す
る
。
本
書
は
康
俣
三
年
（
九
六
六
）
頃

と
推
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
土
左
日
記
成
立
と
さ
れ
る
承
平
五
年
（
九
三
五
）

よ
り
約
三
十
年
後
に
当
る
好
資
料
で
は
あ
る
が
、
拗
音
・
入
声
音
な
ど
を
含

む
（
前
述
資
料
に
漢
字
で
麦
記
さ
れ
た
）
字
音
語
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

別
に
、
前
後
す
る
資
料
に
、
資
料
⑦
醍
醐
寺
五
重
塔
天
井
板
の
落
書
と
資

料
⑲
興
福
寺
本
田
明
義
断
略
記
と
の
和
歌
が
あ
る
。
前
者
は
天
暦
五
年
創
建

の
時
の
落
書
で
平
仮
名
の
は
和
歌
三
首
と
断
片
、
後
者
は
天
禄
二
年
頃
の
和

歌
一
首
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
字
音
語
が
た
い
。
し
た
が
っ
て
漢
字
表
記
も

な
い
。
用
語
が
歌
語
で
あ
る
こ
と
に
そ
の
一
理
由
が
あ
ろ
う
。
後
述
の
和
訳

の
古
筆
切
な
ど
に
右
の
字
音
語
表
記
の
漢
字
が
表
わ
れ
な
い
の
と
軌
を
一
に

す
る
。
古
筆
切
の
中
に
は
、
当
初
か
ら
、
書
と
し
て
告
賞
き
れ
る
こ
と
皇
思

試
し
た
、
い
わ
ば
「
晴
」
．
の
資
料
が
あ
．
っ
た
ろ
う
。
特
に
和
款
の
場
合
に

は
、
平
仮
名
に
よ
る
霞
り
の
美
が
尊
ば
れ
た
こ
と
は
挙
が
れ
る
ご
と
く
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
消
息
・
日
記
等
は
、
主
と
し
て
伝
達
の
目
的
で
忽
卒

の
際
に
託
す
こ
と
が
多
い
と
思
う
。
前
者
は
覆
存
す
る
桔
全
も
多
く
、
接
着

は
よ
り
少
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
後
者
に
こ
そ
、
実
用
性
の
ゆ
え
に
、

当
時
の
日
常
普
通
の
表
記
標
式
の
実
態
を
貴
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

る
。
筏
者
、
即
ち
消
息
・
日
記
等
の
実
用
文
の
雪
罠
式
は
、
持
定
字
音
語

を
漢
字
で
ま
わ
し
て
手
校
名
に
交
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
石
に
示

し
た
ご
と
く
で
あ
る
。
そ
れ
が
手
安
時
代
を
通
じ
て
の
一
千
伝
名
文
の
葺
志
の
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姿
で
あ
っ
た
と
早
わ
れ
る
。
害
請
、
伎
相
に
よ
り
言
語
主
体
の
違
い
に
よ
っ

て
、
右
蔓
の
三
日
語
を
用
い
た
い
か
、
あ
る
い
は
用
い
方
が
少
な
い
た
め
に
、

逢
す
誓
言
多
芸
は
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
女
性
た
る
が
ゆ
え
に
漢
字

を
二
望
誉
ん
な
か
っ
た
と
見
る
の
は
曇
天
に
遠
い
こ
と
に
な
る
。
謹
原
為
房

芸
の
消
息
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
し
、
呈
遠
氏
物
語
に
漢
語
彙
の
相
当

用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
広
田
氏
が
指
導
e
れ
た
通
り
で
あ
り
（
文
献
空
、

枕
誓
丁
号
で
の
色
の
女
子
に
よ
る
作
品
で
も
同
校
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
漢

字
雲
一
義
す
べ
き
字
音
語
が
あ
る
こ
と
は
窯
論
で
あ
る
。
今
日
そ
の
原
文
が

見
ら
れ
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
が
、
現
存
す
る
古
写
本
で
も
、
転
写
の
際
の

筏
改
を
考
亘
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
面
影
は
現
車
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

芋
安
詩
代
の
消
息
・
日
記
等
の
平
仮
名
文
に
交
用
さ
れ
た
漢
字
の
量
は
、

今
日
の
日
常
実
用
文
た
る
平
仮
名
交
り
文
に
比
べ
る
と
、
少
な
い
。
し
か

し
、
平
安
時
代
に
、
漢
字
で
し
か
表
記
し
な
か
っ
た
字
音
語
の
語
彙
の
量
が

今
日
よ
り
少
な
い
こ
と
も
看
過
で
き
な
い
㌧
逆
に
い
え
ば
、
今
H
ほ
ど
の
語

要
望
に
基
づ
い
て
、
平
安
時
代
の
表
記
様
式
で
平
仮
名
文
を
綴
れ
ば
、
漢
字

の
量
は
も
こ
と
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、

当
時
の
平
仮
名
文
の
表
記
様
式
の
特
質
の
一
面
の
解
明
に
大
切
な
こ
と
は
、

交
用
さ
れ
た
漢
字
の
平
仮
名
に
対
す
る
、
比
率
の
大
小
に
あ
る
の
で
は
な
く

て
漢
字
を
平
仮
名
に
交
用
し
た
理
由
に
あ
る
。
今
日
の
平
仮
名
交
り
文
を
顧

み
る
と
、
字
音
語
の
類
は
漢
字
で
表
記
す
る
こ
と
が
普
通
に
行
わ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
そ
の
点
で
は
、
平
安
時
代
の
平
仮
名
文
と
今
日
の
平
仮
名
交
り

文
が
直
結
す
る
か
否
か
は
と
も
か
く
、
相
通
ず
る
面
を
終
っ
て
い
る
と
い
え

る
。
こ
の
事
実
の
方
が
、
例
え
ば
平
仮
名
文
の
変
遷
を
課
題
と
す
る
折
に

も
、
い
わ
ゆ
る
「
平
仮
名
専
用
体
」
か
ら
平
仮
名
交
り
文
へ
の
断
層
を
解
明

す
る
よ
り
も
、
容
易
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
そ
れ
は
、
漢
字
の
平
仮
名
に
対

す
る
比
率
が
次
第
に
大
き
く
な
る
姿
と
そ
の
原
因
と
を
追
う
こ
と
で
そ
の
一

面
が
把
え
ら
れ
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

平
安
時
代
を
通
じ
て
平
仮
名
文
中
に
一
様
に
見
る
漢
字
は
、
そ
の
使
用
理

由
の
一
．
が
、
当
時
の
習
慣
の
も
と
で
は
平
仮
名
で
表
記
し
好
い
漢
字
音
の
語

の
表
記
に
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
前
稿
の
諸
例
か
ら
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
い
わ
ゆ
る
表
語
文
字
の
漢
字
に
は
表
意
・
表
音
の
機
能
も
あ
る
。
平
仮

名
文
中
の
右
種
の
漢
字
は
、
そ
の
所
用
理
由
か
ら
見
て
、
表
音
機
能
に
重
点

が
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
一
応
考
え
ら
れ
る
が
、
表
意
機
能
は
如
何
で
あ
ろ
う

か
。
こ
れ
に
つ
い
て
考
え
る
べ
き
は
、
そ
の
漢
字
の
類
音
表
記
が
平
仮
名
文

中
に
存
す
る
事
で
あ
る
。
訓
点
資
料
で
字
音
語
の
発
音
を
示
す
の
に
類
音
表

記
を
用
い
る
こ
と
は
、
前
項
ま
で
の
引
用
例
で
も
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
類
音

の
字
も
「
尺
」
「
上
」
「
白
」
「
主
」
「
化
」
「
果
」
「
鬼
」
な
ど
字
が
定
ま
る
傾

向
が
あ
り
、
し
た
が
っ
て
各
資
料
相
互
に
共
通
し
て
く
る
こ
と
も
併
せ
て
知

ら
れ
る
。
和
名
抄
の
「
和
名
」
に
見
え
る
字
音
語
に
も
顎
音
表
記
は
見
ら
れ

る
。
（
括
弧
内
は
推
定
し
た
意
味
に
よ
る
）

尺
（
坊
）
　
中
尺
（
銃
石
）
　
長
（
帳
）
　
帖
（
鐸
）

天
（
詔
）
　
百
師
（
拍
子
）
　
常
吉
（
鉦
鼓
）
　
由
玉
（
硫
黄
）

こ
れ
が
平
仮
名
文
中
に
も
存
す
る
。
東
大
寺
望
二
宝
絵
に
も
、
（
文
献
2
7

讐
梁
塵
秘
抄
に
も
（
文
献
讐
指
摘
で
き
る
。
後
者
の
中
か
ら
示
す
と
、

あ
い
行
（
愛
敬
）
　
苦
行
（
恭
敬
）
　
　
　
け
む
丈
（
僚
伏
）

上
ど
（
浄
土
）
　
　
上
品
わ
う
（
浄
飯
王
）
わ
う
さ
上
（
王
舎
城
）

尺
せ
ん
（
釈
載
）
　
白
地
（
薄
地
）
　
　
　
ま
か
し
歓
（
摩
討
止
観
）

け
正
（
厳
粧
）
　
　
正
き
う
（
聖
宮
）
　
　
正
し
ん
し
（
聖
真
子
）

16



附
火
（
猛
火
）
　
　
六
地
（
陸
地
）
　
　
　
道
花
（
蓮
華
？
）

兵
仕
（
兵
士
）
・
・
梵
天
（
凡
夫
）
　
　
　
真
珠
（
真
珠
）

東
大
寺
切
三
宝
絵
に
も
多
く
、
梁
塵
秘
抄
と
共
通
す
る
も
の
も
見
え
る
。
ち

な
み
に
片
仮
名
交
り
文
で
は
あ
る
が
、
天
仁
三
年
法
華
冒
座
間
書
抄
に
も
、

上
ホ
ン
王
（
浄
飯
王
）
　
　
尺
シ
　
（
釈
）

そ
の
他
が
あ
り
（
注
5
）
、
鎌
倉
時
代
の
定
家
書
写
の
平
仮
名
文
た
る
更
級
日
記

に
も
、

木
長
（
几
帳
）
．
上
え
す
が
た
（
浄
衣
姿
）
　
ゐ
や
う
足
（
横
笛
）

が
あ
る
。
し
か
も
書
写
者
を
異
に
す
る
平
仮
名
文
の
諸
資
料
で
、
そ
の
類
音

の
字
が
一
致
す
る
こ
と
の
あ
る
の
は
訓
点
の
場
合
も
考
え
合
わ
さ
れ
て
、
興

味
深
い
。
例
え
ば
、
「
愛
敬
」
に
つ
い
て
見
な
に
、
前
掲
の
よ
う
に
梁
塵
秘
抄

で
は
二
例
と
も
「
あ
い
行
」
（
う
ち
一
例
は
「
あ
い
あ
い
行
」
）
と
あ
り
、
ま

た
源
氏
物
語
絵
巻
に
も
二
例
と
も
「
あ
い
行
づ
く
」
と
あ
る
。
大
久
保
故
氏

の
調
査
に
よ
れ
ば
（
王
朝
文
学
五
号
）
、
源
氏
物
語
の
古
写
本
で
は
（
大
成

に
よ
る
）
、
漢
字
表
記
し
た
例
は
す
べ
て
「
あ
い
行
」
で
、
背
表
紙
本
二
九

例
全
部
、
河
内
本
二
八
例
全
部
、
別
本
二
一
例
全
部
が
「
行
」
と
書
く
。
枕

草
子
の
古
写
本
で
も
（
校
本
に
よ
る
）
、
漢
字
表
記
し
た
の
は
す
べ
て
「
あ

い
行
」
で
、
三
巻
本
四
例
全
部
、
能
因
本
六
例
全
部
、
前
田
本
四
例
全
軍

堺
本
二
例
と
も
に
「
行
」
で
あ
る
。
ま
た
海
人
の
か
る
荘
（
桂
官
本
藁
至

は
全
九
例
が
す
べ
．
て
「
あ
い
行
」
で
あ
る
。
墟
中
納
言
物
語
の
浅
野
家
旧
蔵

本
で
は
漢
字
表
記
の
二
例
と
も
に
「
あ
い
行
」
で
あ
る
。
右
は
中
世
以
後
の

古
写
本
で
あ
る
か
ら
、
別
に
、
平
仮
名
で
「
あ
い
き
や
う
」
の
表
記
が
あ
る

こ
と
は
、
前
述
の
定
家
の
更
級
日
記
に
拗
音
を
平
仮
名
で
麦
記
す
る
例
が
存

し
た
こ
と
に
放
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
右
の
甘
写
本
に
お
け
る
短

音
表
記
の
こ
と
は
、
他
に
も
「
す
行
（
詞
経
）
」
「
木
長
（
几
帳
）
」
な
ど
指
摘

で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
類
音
字
が
平
仮
名
文
中
の
漢
字
に
屡
々
用
い
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
、
．
そ
の
漢
字
の
果
す
役
割
の
重
点
が
表
音
桟
能
に
あ
っ
た
こ
と

と
思
う
。
何
故
な
ら
、
顆
音
字
は
、
前
述
の
字
音
語
の
代
用
と
し
て
、
単
に

音
の
み
を
表
わ
し
、
原
字
の
意
味
は
担
わ
な
い
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
平
仮

名
は
音
節
文
字
で
、
習
慣
を
考
え
ず
発
生
的
に
見
れ
ば
こ
れ
も
ま
た
表
音
技

能
を
果
す
文
字
で
あ
る
。
さ
す
れ
ば
平
安
時
代
の
平
仮
名
文
は
、
表
音
的
桟

能
に
重
点
を
お
い
た
表
記
様
式
で
あ
っ
て
、
現
代
文
の
と
比
叡
す
る
と
、
形

式
上
は
漢
字
を
交
え
る
点
で
類
似
す
る
が
、
本
質
的
に
は
性
格
の
異
な
っ
た

も
の
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

（
注
5
）
　
資
料
の
性
質
は
異
な
る
が
、
缶
堂
田
自
記
の
道
長
白
第
本
に
お
け

る
類
似
の
例
を
、
池
上
祇
造
氏
が
指
揺
さ
れ
て
い
る
。
（
「
自
筆
本
と

誤
字
」
国
語
国
文
、
昭
二
八
年
十
一
月
）

六
、
平
仮
名
文
中
の
和
語
の
漢
字
表
記

以
上
は
土
左
日
記
の
青
罫
書
屋
本
の
漢
字
表
記
を
主
要
材
料
と
し
、
そ
の

漢
字
が
所
定
の
字
萱
聖
右
記
で
あ
る
点
に
基
づ
き
、
技
芸
の
同
崖
の
手
貞
名

文
の
漢
字
も
そ
う
で
あ
り
、
か
つ
そ
れ
が
平
安
時
代
の
平
行
名
文
の
罠
字
ニ
．
一
山

記
の
大
部
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
土
左
日
記
の
原
本
に
見
る
表
記
接
式
が
、

当
時
の
、
降
っ
て
平
安
時
代
の
平
化
名
文
の
貝
幹
を
な
す
も
の
と
考
え
、
そ

の
特
質
を
掠
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
口
竃
の
手
口
名
文
で
も
、
筏
に
は

異
要
素
と
し
て
和
語
の
漢
字
表
記
も
見
ら
れ
る
。

再
び
、
土
左
日
記
の
音
写
本
に
見
る
。
畠
田
安
芸
本
は
、
定
宍
自
軍
デ
と

し
て
知
ら
れ
る
。
そ
の
巻
末
の
堕
竪
田
所
を
抜
い
た
色
の
菖
分
は
、
行
名
の

26
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要
更
、
真
名
コ
の
萱
草
二
憲
至
宝
淫
ナ
に
毘
汚
∵
冬
舎
守
の
、
走
去
の
任
意
に

三
品
い
き
苧
一
㌫
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
池
田
将
士
が
指
籍
さ
れ
て
い
る

（
表
8
男
一
芸
、
3
2
9
ベ
以
下
）
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
原
木
の
仮
名
を
塗
す
に

改
め
た
も
の
は
五
亘
二
十
六
字
が
あ
り
、
遠
に
原
木
の
漢
字
と
見
ら
れ
る
も

の
を
汚
名
に
改
め
た
も
の
は
「
子
口
」
を
「
わ
の
日
」
と
し
た
二
例
と
、
「
五

色
」
を
「
五
し
き
」
と
し
た
計
三
箇
所
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
原
本
の
字
音

表
記
の
漢
字
（
只
・
京
・
日
記
・
郎
等
・
二
月
一
日
等
）
　
は
定
家
本
で
も
そ

の
ま
ま
漢
字
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
ま
ず
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
、
原
本
の
仮
名
を
漢
字
に
改
め
た
五
百
三
十
六
字
は
皆
和
語
と
見
ら

れ
る
も
の
で
、
そ
の
全
例
は
池
田
博
士
が
示
さ
れ
て
い
る
。
（
前
掲
文
献
）
　
こ

れ
が
定
家
け
平
板
名
文
所
用
の
漢
字
の
ア
ウ
ト
ー
フ
ィ
ン
を
示
す
で
あ
ろ
う
こ

と
は
、
例
え
ば
同
じ
定
家
筆
の
彷
物
本
更
級
日
記
の
漢
字
と
よ
く
合
う
こ
と

で
知
ら
れ
る
。
以
下
、
共
通
す
る
字
を
挙
げ
る
。
（
数
字
は
用
例
数
で
、
上

が
土
左
日
記
、
括
弧
内
が
更
汲
日
記
で
あ
る
）

秋
1
（
望
　
有
1
（
在
明
1
）
　
雨
2
（
7
）
　
池
2
（
2
）
　
家
5
（
1
0
）
．
今
1
（
4
）

海
9
（
4
）
　
梅
花
1
（
梅
5
）
　
忠
9
（
1
1
2
）
　
凪
讐
聖
　
方
3
（
望

哉
1
（
4
）
．
河
1
0
（
望
　
返
こ
と
1
（
6
、
返
し
4
）
　
神
崇
1
4
）

神
世
1
（
神
仏
1
）
　
上
1
（
1
）
　
木
1
（
1
1
）
　
畢
1
T
）
　
心
ち
1
（
3
）

心
地
1
（
1
9
）
　
心
禦
望
　
事
3
（
竺
　
霜
1
T
）
　
袖
1
（
ヱ
　
橘
1
T
）

千
世
1
（
千
く
さ
1
）

年
3
（
禁
　
鳥
2
（
1
）

西
1
（
4
）
　
花
4
（
聖

人
票
1
7
6
）
　
舟
禦
望

水
4
（
竺
　
宮
1
（
望

月
崇
竺
　
手
1
（
3
）
　
時
讐
9
）
　
所
望
望

名
2
（
3
）
　
猶
8
（
1
0
）
　
浪
禦
9
）
　
也
9
（
翌

原
1
（
ヮ
こ
　
春
3
（
ほ
）
　
日
崇
1
0
）
・
東
3
（
5
）

仏
5
（
竺
　
又
禦
翌
　
桧
9
（
6
）
　
身
2
（
望

む
月
1
T
、
し
む
月
1
）
　
申
2
（
建
　
物
禦
7
0
）

山
7
（
6
9
）
　
山
さ
き
2
（
山
と
〔
大
和
〕
1
、
山
し
ろ
1
）
　
雲
2
（
9
）

行
1
T
）
　
世
1
（
警
　
世
中
1
（
9
）
　
夜
5
（
聖
　
夜
な
か
1
、
夜
中
2
（
2

女
4
（
ヱ

で
あ
る
。
定
家
本
土
左
日
記
だ
け
の
漢
字
は
、

a
苛
3
　
枝
1
　
影
1
　
柱
3
　
子
2
　
芦
1
．
下
1
　
子
日
2
　
久
方
1

．
吹
1
　
忘
2
　
柳
1

b
住
の
え
1
　
住
吉
1
　
仲
ま
ろ
1
　
仲
居
1
　
藤
原
1

で
あ
り
、
御
物
本
更
級
日
記
だ
け
の
漢
字
は
、

a
尼
1
　
入
江
1
　
内
1
3
　
浦
4
　
御
2
7
　
鏡
1
　
門
1
　
立
帰
2
　
北
2

雲
3
　
革
1
　
紅
2
　
煙
2
．
氷
1
　
衣
1
　
桜
1
　
俣
1
　
時
雨
1
関
5

田
5
　
竹
2
　
立
波
1
・
谷
1
　
給
4
7
　
露
1
　
寺
2
　
殿
4
　
中
1
5

1

王

か

り

　

　

　

は

ペ

ゥ

流
1
　
夏
3
　
涙
1
　
庭
3
　
野
9
　
後
1
　
菜
1
　
許
1
6
　
萩
1
　
侍
8

火
1
1
　
筆
1
　
冬
2
3
　
郭
公
1
　
遺
5
　
緑
1
　
両
3
　
苦
4
　
紅
葉
6

夢
9
　
我
1
4

b
榊
坂
1
　
近
江
国
1
　
伊
勢
2
　
宇
治
6
　
紀
伊
1
　
清
水
1
　
駿
河
1
．

勢
多
（
勢
た
）
3
　
東
山
1
　
参
河
1
　
武
蔵
2
　
尾
張
1

が
あ
る
。
b
は
共
に
地
名
人
名
の
固
有
名
詞
で
通
ず
る
。
a
は
共
に
主
と
し

て
基
本
語
的
な
普
通
名
詞
で
↓
他
に
同
種
の
動
詞
を
含
む
も
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
点
で
は
先
掲
の
共
通
す
る
諸
字
が
基
本
語
的
名
詞
や
動
詞
「
思
」
「
返
」

「
申
」
で
あ
っ
た
の
に
通
ず
る
。
そ
の
他
で
は
「
又
」
「
猶
」
や
「
哉
」
「
也
」

が
共
通
し
て
見
え
、
御
物
本
更
級
日
記
に
は
「
御
」
　
「
許
」
が
用
い
ら
れ
て

い
る
。
三
条
西
家
蔵
の
天
福
本
伊
勢
物
語
の
漢
字
に
も
同
傾
向
が
見
出
せ

る
。
ち
な
み
に
、
定
家
筆
の
更
級
日
記
中
の
字
音
表
記
と
見
ら
れ
る
漢
字
は
、

・
1
拗
音
を
含
む
漢
字

36



皇
太
后
富
　
五
巻
　
五
十
余
巻
一
月
3
0
　
蓮
花
　
法
華
経
　
源
氏
7

京
1
6
　
経
3
　
ど
（
読
）
経
2
　
法
華
経
　
す
行
者
　
生
　
姓
　
精
進
2

尺
3
　
中
将
2
　
大
将
2
　
大
昔
会
　
丈
六
2
　
三
所
　
殿
上
．
2

み
帳
2
　
御
帳
　
長
恨
苛
　
勅
使
　
女
御
　
兵
衛
　
屏
風
　
御
仏
名

命
婦
3
　
霊
山

上
え
す
が
た
（
浄
衣
姿
）
　
木
長
（
几
帳
）

2
人
声
音
を
含
む
漢
字

日
記
2
　
別
当
2
　
仏
師
　
阿
弥
陀
仏
　
念
仏
　
上
達
部
　
越
前
守

六
角
堂
　
金
色
　
　
　
　
法
性
寺

3
撥
音
を
含
む
漢
字

金
色
　
御
覧
ず
る
　
念
仏
．

大
納
言
8
　
宣
旨
　
御
前
3
　
神
拝
　
天
ち
う
（
中
）
　
殿
上
2
　
大
門

円
融
院

東
大
寺
　
中
堂
　
斎
富
2
　
侍
従
3

4
数
字
を
含
む
語

一

の

ま

き

2

一

時

一

日

一

尺

一

代

一

条

一

度

一

人

2

一
品
2
一
夜
　
二
日
　
二
条
　
二
人
　
二
年
　
二
三
日
　
二
三
年

三
月
4
　
三
月
十
余
日
　
三
日
3
　
三
所
　
三
条
2
　
三
人
2
　
天
喜
三

年
十
月
十
三
日
　
三
四
尺
　
四
月
4
　
四
五
日
2
　
四
五
年
　
五
月
3

五
巻
　
五
日
　
在
五
　
五
六
日
　
六
尺
　
六
ら
う
（
郎
）
　
七
月
七
日

七
月
十
三
日
　
七
日
　
七
日
七
夜
　
七
三
つ
く
り
　
八
　
八
月
3

八
月
十
よ
日
　
九
月
三
日
　
九
月
廿
五
日
　
十
月
7
　
十
月
五
日

十
月
十
三
日
　
十
月
廿
五
日
　
十
よ
日
　
十
余
日
　
十
日

十
二
月
廿
五
日
　
十
三
日
　
十
四
日
　
十
四
五
日
　
十
五
日
　
十
七
日

十
七
八
　
二
十
　
廿
三
日
　
廿
五
日
　
廿
七
日
　
廿
よ
日
2

四
十
余
人
　
五
十
　
五
十
条
巻
　
千
む
ら
　
万
む
ら

5
そ
　
の
他

故
宮
　
御
祓
　
座
　
下
す
（
衆
）
　
内
裏
　
内
侍
所
▼
3
　
左
右
　
琵
琶

博
　
絵
　
街
じ
2
　
衛
門

の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
定
家
筆
の
土
左
日
記
に
含
ま
れ
る
漢
字
と
同
範
の
も

の
で
あ
る
。

右
は
定
家
の
晩
年
の
書
写
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
銀
倉
時
代
に
入

っ
た
資
料
で
あ
る
が
、
彼
が
生
ま
れ
た
頃
、
十
二
世
紀
後
半
の
平
仮
名
文
の

－

－

‘

．

－

資
料
と
し
て
、
伴
大
納
言
絵
詞
、
信
貴
山
柁
起
絵
巻
、
源
氏
物
語
絵
巻
が
あ

る
。
い
ず
れ
も
絵
巻
の
中
の
詞
書
の
部
分
に
当
る
が
、
そ
の
害
写
は
十
二
世

紀
後
半
と
さ
れ
て
い
る
　
（
絵
巻
物
集
成
、
解
説
）
。
校
名
遣
等
か
ら
見
て
も

首
肯
で
き
る
。
そ
こ
に
見
え
る
漢
字
は
、

○
伴
大
垣
言
絵
詞

一
、
1
右
剣
衛
　
朱
劃
門
　
九
期

2

出

納

3

3
天
道
　
応
天
門
　
伴
大
軍
言
　
大
箪
言
4
．
大
臣
2

4
三
人
　
二
条
　
七
条
　
九
月

〇
倍
責
山
緑
起

一
、
1
京
　
み
ど
（
日
誌
）
経
　
僧
正
2
．
命
れ
む
4

2
大
仏

3
東
大
寺
2

4
三
日
一
人
　
廿
よ
年

二
、
人
1
0
　
く
ら
人
　
人
／
＼
2
　
あ
か
月
　
心
ち
2
　
所
　
又
　
侠
2
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○
芭
氏
笥
語
絵
巻

一
、
1
日
ヨ
　
京
　
夜
行
　
上
ら
う
　
み
琶
　
み
き
接

女
房
2
　
念
珠
2
　
5
宰
相
　
み
停
　
中
将
3
　
大
将
3

両

く

し

く

き
丁
2
　
み
き
丁
（
に
）
　
あ
い
行
（
愛
敬
）
　
昆
租
苛
（
長
恨
歌
）

2
缶
日
記

3
智
覧

怨
念
ず
　
念
ず
　
院
5

弁
2

4
六
条

一
人

5
田
奈

右
近
　
侍
従
　
中
宮
2

六
条
院
2
　
二
三
人

骨
人
　
六
人
　
三
番

中
納
言
　
冷
泉
院
　
右
大
弁

本
宮

十
五
茨
　
十
八
九
　
廿
七
八

、
包
∬

露
3

申
2

人
㌘

人

く

2

　

月

5

花
2
　
仏
　
身
　
右
2

思
2
　
侍
　
給
5
　
我

秋
3
　
朝
　
凪
　
事
　
心
9
　
殿

宮
2
　
物
2
　
紅
葉

君

で
あ
る
が
、
H
は
土
左
日
記
貫
之
自
筆
本
の
漢
字
表
記
の
語
に
通
い
、
⇔
は

定
家
自
筆
の
右
二
書
の
和
語
の
漢
字
表
記
群
に
殆
ど
一
致
す
る
。
こ
の
こ
と

は
定
家
の
書
写
本
に
見
え
る
漢
字
の
混
入
状
況
は
、
単
に
定
家
個
人
の
癖
と

い
う
よ
り
も
、
十
二
世
紀
後
半
頃
に
お
け
る
平
仮
名
文
の
実
態
の
一
の
一
般

の
姿
を
示
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

さ
て
先
に
、
字
音
語
の
漢
字
を
含
む
と
し
て
掲
げ
た
消
息
類
は
、
土
左
日

記
か
ら
十
二
世
紀
ま
で
の
空
自
を
埋
め
る
資
料
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
和

語
の
漢
字
表
記
は
ど
の
程
度
存
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

資
料
㊥
虚
空
蔵
菩
薩
念
詞
次
第
紙
背
消
息
（
九
六
六
年
頃
）
に
は
「
又
」

一
字
で
あ
る
。
「
は
べ
る
」
「
お
ほ
ん
」
「
ひ
と
」
「
た
ま
ふ
」
　
「
な
は
」
「
ひ

ご
ろ
」
「
ば
か
り
」
「
い
ま
」
「
お
ほ
ん
か
へ
り
」
「
お
も
ひ
」
　
「
こ
こ
ろ
」

等
　
（
十
二
世
記
後
半
の
絵
巻
、
定
家
本
で
は
漢
字
の
語
）
　
は
皆
平
仮
名
で
あ

る
。
土
左
日
記
貫
之
自
筆
本
で
も
、
こ
れ
ら
は
平
仮
名
で
あ
っ
た
。

資
料
㊥
北
山
抄
紙
背
仮
名
消
息
（
九
九
六
－
一
〇
〇
四
年
頃
）
　
に
は
、
「
又
」

「
田
近
」
「
御
使
」
「
氏
人
」
が
あ
る
。
「
氏
人
」
は
別
の
一
例
は
「
う
ぢ
ぴ
と
」

と
平
仮
名
で
あ
る
。
伯
の
「
は
べ
る
」
　
「
ご
ら
ん
」
　
「
た
ま
ふ
」
　
「
も
の
」

「
ま
う
し
」
は
平
仮
名
で
あ
る
。
同
じ
頃
の
資
料
⑳
御
堂
関
自
記
自
筆
本
の

平
仮
名
の
部
分
に
は
、
「
御
返
」
「
み
か
さ
山
」
「
雪
」
が
あ
る
。
「
雪
」
は

伯
の
一
例
は
「
雪
」
を
抹
消
し
て
平
仮
名
「
ゆ
き
」
と
訂
し
、
残
る
初
め
の

箇
所
の
一
例
は
平
仮
名
で
あ
る
。
「
み
か
さ
山
」
は
固
有
名
詞
で
あ
る
。

「
雪
」
の
漢
字
が
用
い
ら
れ
た
の
は
他
の
変
体
漢
文
の
部
分
に
「
六
日
、
雪

深
…
」
な
ど
あ
る
の
に
引
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
他
の
「
こ
こ
ろ
」
　
「
お

も
ひ
」
等
は
平
仮
名
で
あ
る
。
右
の
資
料
群
に
基
本
語
名
詞
・
動
詞
の
漢
字

表
記
が
少
な
い
の
は
、
貫
之
自
筆
本
の
土
左
日
記
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
が
平

仮
名
で
あ
っ
た
こ
と
と
併
せ
考
え
る
に
、
当
時
（
平
安
前
半
期
）
　
の
平
仮
名

を
主
と
す
る
文
の
漢
字
は
、
前
述
の
字
音
語
の
表
記
を
主
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
稀
に
「
又
」
「
御
」
な
ど
が
見
ら
れ
る
が
、

こ
れ
ら
は
接
続
詞
、
敬
語
に
当
る
和
語
ま
た
は
そ
れ
を
含
む
語
を
漢
字
に
表

記
し
た
語
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
資
料
⑮
青
道
院
蔵
表
制
集
お
よ
び
濯
頂
阿
閻
梨
宣
旨
官
牒
の

紙
背
文
書
　
（
一
〇
八
五
年
頃
）
　
の
平
仮
名
文
中
の
漢
字
に
な
る
と
、
字
音
語

の
前
述
の
よ
う
な
語
群
は
無
論
存
す
る
が
、
そ
の
外
に
も
、

又
　
又
く
　
御
返
2
　
御
事
2
　
御
か
さ
・
御
心
（
う
へ
の
細
）

返
ノ
＼
ぞ
2
　
侍
れ
　
す
て
て
伸
也
L
候
3
　
事
票
形
式
名
詞
）

5

6



如
何
2

人
2
　
く
ら
人
　
心
2
　
心
地
2

申
さ
じ
　
申
せ
　
申
し
6
　
申
さ
せ
2
　
申
す
　
忠
た
ま
へ
6
　
思
て
5

思
ほ
べ
ら
ん
　
思
た
ま
ふ
て
　
思
あ
つ
か
ひ
　
恩

が
見
出
せ
る
。
ま
た
資
料
⑯
伝
行
成
等
仮
名
消
息
に
も
、

御
物
　
卸
よ
ろ
こ
び
　
御
ふ
み
2

人
　
心
地
2
　
中
っ
た
ふ
る

が
あ
る
。
こ
れ
に
な
る
と
か
の
十
二
世
紀
後
半
の
絵
巻
の
詞
書
や
、
定
家
筆

の
土
左
日
記
・
更
級
日
記
中
の
漢
字
群
に
近
づ
い
て
来
る
の
で
あ
る
。
た
だ

や
は
り
「
又
」
　
「
御
」
を
は
じ
め
「
返
く
」
「
侍
」
「
侠
」
「
事
（
形
式
名

詞
）
」
な
ど
、
和
語
で
は
あ
る
が
、
概
念
的
意
味
を
持
た
な
い
形
式
語
の
漢

字
が
目
立
っ
て
い
る
。

右
の
よ
う
に
、
和
語
の
漢
字
表
記
に
つ
い
て
は
、
平
安
時
代
の
平
仮
名
文

で
は
前
半
期
と
後
半
期
と
は
様
相
を
異
に
す
る
と
見
ら
れ
る
。
後
半
期
の
平

仮
名
文
に
存
す
る
基
本
和
語
の
名
詞
・
動
詞
の
漢
字
表
記
は
、
前
半
期
で
は
、

極
め
て
少
な
い
か
皆
無
と
見
ら
れ
る
。
土
左
日
記
貫
之
自
筆
本
の
忠
実
な
写

と
い
う
青
新
書
屋
蔵
為
家
本
で
は
、
前
稿
に
挙
げ
た
ご
と
く
、
「
人
・
子
・
日

・
千
・
子
日
」
で
殆
ど
孤
例
で
あ
り
、
使
用
数
の
上
か
ら
言
え
ば
例
外
的
な

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
の
同
書
中
の
他
の
同
語
は
皆
平
校
名
で
あ
り
、

か
つ
こ
れ
ら
の
漢
字
表
記
は
十
二
世
紀
後
半
頃
以
後
の
平
仮
名
文
に
は
多

く
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
物
前
半
期
の
消
息
等
で
も
平
ほ
名
で
あ

る
こ
と
、
㈱
和
歌
で
も
前
半
期
に
は
平
仮
名
で
表
記
さ
れ
る
が
、
接
半
期
に

は
漢
字
で
表
記
さ
れ
る
和
語
と
同
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
後
に
転
写
の
折
に

改
め
た
も
の
と
推
定
す
る
。
さ
す
れ
ば
和
語
の
漢
字
表
記
は
後
半
期
に
封
用

さ
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
差
異
が
変
遷
に
基
づ
く
も
の
か
偶
然
に
よ
る

の
か
速
断
は
難
く
、
よ
り
多
く
の
平
仮
名
文
の
資
料
が
必
要
で
あ
る
。
た
だ

現
存
資
料
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
弱
き
の
亀
田
と
原
図
と
は
次
の
ご
と
く
考
え

ら
れ
る
。
も
と
、
字
音
語
表
記
の
漢
字
を
交
用
し
た
様
式
を
根
幹
と
し
た
平

仮
名
文
中
に
、
ま
ず
加
わ
っ
た
の
は
、
接
続
詞
「
又
」
、
接
頭
語
「
御
（
お

ほ
ん
）
」
や
更
に
形
式
名
詞
「
事
」
、
付
属
語
「
侍
」
　
「
俣
」
な
ど
の
玩
念
的

意
味
を
示
さ
な
い
漢
字
で
あ
り
、
次
い
で
岩
木
和
語
の
名
詞
動
詞
の
漢
字
表

記
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
し
か
も
こ
れ
ら
は
当
時
の
平
仮
名
文
に
は
長
も

売
出
圧
の
高
い
語
群
で
あ
り
、
か
つ
葦
害
休
と
し
て
は
画
数
の
少
な
い
文
字

が
多
い
。
そ
れ
は
仮
名
二
字
な
い
し
三
字
で
綴
る
よ
り
も
、
遠
字
の
草
体

「
へ
」
「
ヤ
」
「
旬
」
「
†
」
で
す
ま
せ
る
方
が
窪
済
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
理

由
の
一
で
は
あ
る
ま
い
か
。
（
「
事
」
「
臼
」
「
申
」
な
ど
を
活
字
仕
と
し
て
見

る
限
h
ソ
は
そ
の
毘
由
は
解
き
だ
い
で
あ
ろ
う
）

さ
す
れ
ば
、
平
安
時
代
の
芋
伝
名
文
中
の
漢
字
表
記
は
一
は
字
音
語
の
表

記
と
し
て
表
音
古
か
ら
、
別
の
二
田
は
経
済
的
な
理
由
か
ら
も
な
さ
れ
た
も

の
で
、
少
な
く
と
も
今
日
の
手
校
名
交
り
文
の
漢
字
の
果
す
た
た
と
は
箪
れ

て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

七
、
〔
付
〕
平
安
時
代
の
平
仮
名
表
記
の
軽
々
相

今
ま
で
に
取
上
げ
て
ま
た
資
料
は
、
実
用
的
な
消
息
・
早
記
た
ど
で
芋
氏

名
を
主
要
文
字
と
す
る
表
記
柱
式
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
恐
ら
く
い
わ
ゆ
る
亭

真
名
任
用
の
弓
に
お
け
る
善
悪
の
是
で
あ
ろ
う
と
思
う
が
ゆ
え
に
、
こ
れ
を

専
ら
対
生
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
仁
に
手
伝
名
を
局
い
た
だ

式
は
違
々
あ
っ
て
、
実
際
は
複
箆
た
姿
を
示
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
相
互

66
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影
等
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

詔
諾
鯛
詣
入
吉
名
が
女
子
だ
け
の
文
字
葺
校
名
文
は
女
子

ヽ

　

ヽ

だ
け
が
的
頼
っ
た
と
い
う
誤
算
は
訂
正
さ
れ
て
来
て
い
る
。
男
子
が
平
仮
名
を

用
い
、
平
僅
名
文
を
鐙
っ
た
証
抱
が
指
括
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
サ
訂
男
子

は
一
方
に
日
常
の
日
記
記
崇
に
変
体
漢
文
を
用
い
て
害
い
た
。
今
日
尤
大
な

王
が
残
存
す
る
が
、
偶
々
そ
れ
ら
の
中
に
平
仮
名
文
が
挿
入
さ
れ
る
こ
と
は

有
り
得
る
こ
と
で
あ
る
。
変
体
漢
文
中
に
仮
名
が
混
用
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い

て
は
、
買
島
裕
氏
に
詳
細
な
考
察
が
あ
る
。
（
「
変
体
漢
文
研
究
の
構
想
」
東

京
大
学
文
科
学
科
紀
要
十
三
持
）

算
対
㊥
田
堂
関
自
記
の
近
衛
宏
本
は
遺
品
自
筆
と
し
て
知
ら
れ
る
変
体
漢

文
の
日
記
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
長
保
六
年
二
月
六
日
と
寛
弘
八
年
六
月
二

十
一
日
と
に
五
首
の
和
歌
を
含
む
平
仮
名
文
が
あ
る
。
六
日
の
は
公
任
の
歌

が
一
首
、
花
山
院
の
御
璽
一
首
、
二
十
一
日
の
は
一
条
天
皇
御
製
一
首
を
含

ん
で
あ
る
。
前
者
は
裏
書
で
あ
る
が
、
そ
の
全
文
は
、

〔
六
日
〕
雪
深
、
．
朝
早
（
痛
鮒
餌
詣
鑑
は
）
左
術
門
瞥
許
か
く
い
ひ
や

る
、
わ
か
な
つ
む
か
す
か
の
は
ら
に
ゆ
き
ふ
れ
は
こ
ゝ
ろ
つ
か
ひ
を
け

ふ
さ
へ
そ
や
る
、
か
へ
り
、
み
を
つ
め
て
お
ほ
づ
か
た
き
は
ゆ
き
や
ま

ぬ
か
す
か
の
は
ら
の
わ
（
か
）
な
ゝ
り
け
り

従
軍
山
院
賜
仰
、
以
女
薫
（
謂
綱
湖
）
「
わ
れ
す
ら
に
お
も
ひ
。
そ

や
れ
か
す
か
の
ゝ
を
ち
の
ゆ
き
l
（
知
宗
叫
㍍
咄
欝
）
ま
を
い
か
で

‥
わ
く
ら
ん
（
監
）

御
返
、
み
か
さ
山
雪
や
つ
む
ら
ん
と
お
も
ふ
ま
に
そ
ら
に
こ
ゝ
ろ
の
か

ま
ひ
け
る
か
な

で
あ
る
。
六
日
の
表
書
の
方
は
、

書
的
岩
ェ
ハ
日
庚
申
木
破
、
従
暁
雪
下
、
深
七
八
寸
許
、
左
街
門
督
許
送
消

息
、
有
訂
苛
有
（
轟
㌫
語
ち
）
返
、
以
遺
貞
朝
臣
右
大
将
咋
「
日
」

．
（
舶
用
）
事
恐
由
示
送

と
あ
る
。
ま
た
、
寛
弘
八
年
六
月
二
十
一
日
の
条
は
、

廿
一
日
英
亥
水
定
、
此
夜
御
悩
甚
重
興
居
給
、
「
中
」
（
餌
畑
）
宮
御
、

「
依
」
（
票
）
と
几
帳
下
給
、
被
仰
、
つ
ゆ
の
み
の
く
さ
の
や
と
り

に
き
み
を
お
き
て
ち
り
を
い
て
ぬ
る
こ
と
を
こ
そ
お
も
へ
、
と
お
は

せ
ら
れ
て
臥
給
換
不
党
御
座
、
奉
見
人
ミ
流
泣
如
雨

で
あ
る
。
こ
の
「
依
几
帳
下
絵
、
被
仰
つ
ゆ
の
み
の
…
と
お
は
せ
ら
れ
て
臥

給
後
」
は
本
文
た
る
変
体
漢
文
の
中
に
平
仮
名
文
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
と
見

ら
れ
る
。
六
日
の
「
早
朝
左
術
門
督
許
か
く
い
ひ
や
る
＝
・
従
軍
山
院
賜
仰
、

以
女
方
わ
れ
す
ら
に
…
」
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
一
つ
の
表
記
様
式

中
に
異
種
の
様
式
が
挿
入
さ
れ
る
こ
と
は
、
例
え
ば
六
国
史
中
に
宣
命
書
の

詔
勅
を
挿
入
し
た
り
、
東
鑑
体
に
そ
れ
が
挿
入
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
し
、

ま
た
上
代
に
も
、
古
事
記
等
の
よ
う
に
、
和
化
漢
文
に
音
仮
名
の
歌
謡
等
を

挿
入
す
る
様
式
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
後
者
の
音
仮
名
を
新
出
の
平
仮
名
に

置
き
換
え
れ
ば
、
同
趣
と
な
ろ
う
。
し
か
も
、
′
こ
こ
も
同
じ
く
、
和
歌
を
含

む
部
分
で
あ
る
。

そ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
か
の
資
料
①
有
年
申
文
と
資
料
㊥
智
証
大
師

病
中
言
上
書
の
様
式
で
あ
る
。
①
は
貞
観
九
年
（
八
六
七
）
頃
㊥
は
や
や
後

の
草
仮
名
資
料
と
し
毒
重
さ
れ
る
き
ろ
で
あ
る
。
（
諾
朝
晩
的
琶

〔
資
料
①
〕
　
改
姓
人
爽
名
勘
録
進
上
「
こ
れ
は
な
せ
む
に
か
官
に
ま
し
た

7
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ま
は
む
、
み
た
ま
ふ
は
か
り
と
な
も
お
も
ふ
」
抑
刑
大
史
の
た
ま
ひ
て

定
以
出
賜
「
い
と
よ
か
ら
む
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
年
申

〔
資
料
②
〕

「
雲
上
人
は
み
な
え
参
し
た
ふ
ま
し
く
は
へ
た
ふ
な
り
」
咋
令
寺
主
取

消
息
了

文
案
者
が
有
年
や
智
証
大
師
の
よ
う
な
男
子
で
日
常
変
体
漢
文
を
用
い
て
い

た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
に
に
「
…
＝
・
」
の
よ
う
な
草
仮
名
文
を
挿
入
し
た
と

見
た
い
の
で
あ
る
。
（
短
謡
撃
諸
宗
諸
相
琵
琶
豊
漢
）
さ
す
れ
ば
、

そ
の
草
仮
名
文
中
の
漢
字
「
官
」
「
雲
上
人
」
「
参
」
な
ど
の
見
え
る
の
は
、

正
に
土
左
日
記
の
貫
之
自
筆
本
中
の
漢
字
表
記
と
同
じ
く
、
拗
音
二
二
内
控

音
の
字
音
語
表
記
の
漢
字
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
右
の
「
草
仮
名
」
が
次

第
に
崩
れ
て
平
仮
名
の
様
相
を
帯
び
れ
ば
、
や
が
て
御
堂
関
自
記
の
そ
れ
に

連
な
る
と
見
ら
れ
な
い
か
。
同
様
の
こ
と
は
道
風
晩
年
の
消
息
「
世
間
は
か

な
き
を
」
で
も
考
え
ら
れ
る
が
、
あ
れ
は
集
音
浪
幸
帖
の
模
刻
で
あ
る
か
ら

暫
く
保
留
す
る
。
降
っ
て
資
料
⑯
青
遥
院
蔵
表
制
集
及
び
滝
頂
阿
問
梨
宣
旨

官
牒
の
紙
背
滑
息
に
も
（
伊
東
卓
治
氏
前
掲
文
献
1
4
の
写
真
参
照
）
、

一
昨
日
沐
浴
巳
了
そ
の
ゝ
ち
い
と
ゝ
お
こ
た
り
は
て
ゝ
侍
也
て
ゝ
は
彷

い
重
り
の
し
る
し
と
そ
ま
し
侍
、
よ
ろ
つ
は
む
ま
1
か
り
の
は
り
て
ま

（？）

ぅ
し
さ
ふ
ら
は
ん
、
動
蔵

が
あ
る
が
、
そ
の
冒
頭
の
書
き
様
も
、
こ
の
消
息
が
為
房
一
家
の
男
性
放

ち
書
（
文
献
崇
で
あ
っ
て
、
為
房
妻
の
四
十
数
通
の
消
息
が
平
仮
名
の
連

綿
を
主
と
す
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
点
に
輿
味
を
覚
え
る
の
で
あ
る
。

さ
す
れ
ば
、
こ
の
変
体
漢
文
に
仮
名
文
を
挿
入
す
る
様
式
は
、
そ
の
校
名
が

万
葉
仮
名
・
草
仮
名
二
平
仮
名
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、
物
語
・
消
息
等
の
平
良

名
文
よ
り
も
、
直
接
に
上
代
か
ら
の
伝
統
的
様
式
に
連
な
る
と
見
ら
れ
る
。

ま
た
こ
の
よ
う
な
交
用
が
あ
れ
ば
、
平
仮
名
文
中
に
も
次
第
に
漢
字
が
字
音

語
以
外
に
も
入
り
え
た
で
あ
ろ
う
。
右
の
青
道
院
消
息
の
「
侍
」
「
也
」
な

ど
は
、
変
体
漢
文
に
も
頻
出
す
る
も
の
で
あ
る
。
定
点
筆
の
更
級
日
記
・
土

左
日
記
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

鐸
哺
謡
副
文
片
仮
名
交
り
文
が
平
安
初
期
以
降
、
漢
文
の
訓
点
を

基
本
と
し
一
て
、
漢
文
訓
読
の
際
の
注
記
の
書
込
み
、
本
文
の
訓
点
の
害
変

ぇ
、
法
語
の
類
の
害
き
下
し
か
ら
発
達
し
、
私
的
文
書
か
ら
後
に
平
安
末
期

の
仏
教
説
話
や
鎌
倉
時
代
の
戦
記
文
学
の
主
要
な
表
記
様
式
と
な
っ
た
こ
と

は
春
日
政
治
博
士
は
じ
め
先
学
の
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
片

仮
名
も
天
暦
前
後
か
ら
は
単
独
で
和
歌
を
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
符
号

か
ら
文
字
の
段
階
に
進
む
に
従
っ
て
、
草
仮
名
か
ら
選
ん
だ
平
仮
名
と
同
じ

く
音
節
文
字
の
性
格
を
持
つ
に
い
た
れ
ば
、
－
望
ナ
片
校
名
交
り
文
中
の
片
仮

名
に
平
仮
名
が
置
き
苧
え
ら
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
迂
耕
㊥
石
山
寺
芸

虚
空
蔵
書
茫
念
詞
次
第
崇
背
消
息
の
中
の
清
正
書
状
に
、

今
日
例
定
事
、
円
泰
法
師
更
生
雁
ら
む
言
行
不
レ
語
侍
た
む
不
を

侍
、
清
正
謹
言

と
あ
っ
た
り
、
ま
た
首
料
⑪
北
山
抄
だ
背
消
息
中
に
、

右
兵
籍
毀
忠
通
令
レ
串
云
、
年
来
申
左
官
門
烏
、
表
レ
宇
天
田
ご
慧
吟
雲
レ

堰
、
目
口
令
レ
中
二
左
野
作
る
を
、
誓
対
甲
次
に
丹
の
事
に
付
て
不
レ
宣

．
由
を
な
ん
令
レ
申
拾
け
る
。
挙
回
有
二
知
レ
食
事
こ
の
し
か
る
へ
し
と
た
ん

宣
け
る
を
、
是
巳
だ
外
事
に
侍
り
。
其
真
㌣
令
レ
串
了
．
。
串
良
耳
一
丈

不
快
仰
●
。
心
窯
軍
装
申
侍
り
（
下
琶
）

別
当
盈
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と
あ
る
の
や
、
ま
た
資
料
㊥
道
風
消
息
な
ど
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
ら
は
平
安
中
期
以
後
の
変
体
藻
文
に
よ
る
日
記
記
録
「
中
右
記
」
　
「
小
右

記
」
「
中
外
抄
」
な
ど
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
。
し
て
み
る
と
「
中
外
抄
」

が
平
仮
名
の
外
に
片
仮
名
を
も
存
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

（
日
記
記
録
の
例
に
つ
い
て
は
、
「
変
体
漢
文
研
究
の
構
想
」
に
詳
し
い
）

そ
れ
は
ま
た
伝
行
成
筆
関
戸
本
古
今
集
の
よ
う
に
和
歌
の
・
一
部
に
も
交
用
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

珪
倉
時
代
以
後
、
片
仮
名
交
り
文
の
片
仮
名
に
平
仮
名
が
置
き
か
え
ら
れ

て
、
今
日
一
般
の
表
記
様
式
が
生
じ
た
と
は
、
屡
々
説
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
そ
の
実
棺
の
検
討
・
究
明
は
次
の
機
会
を
持
ち
た
い
。

脚
は
諸
宗
禦
平
安
初
期
の
訓
点
資
料
に
万
葉
仮
名
の
草
体
ま
た

は
軍
略
体
の
仮
名
を
用
い
．
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
れ
ら
は
他
の
略
体
仮
名
と
等
価
値
で
用
い
ら
れ
、
か
つ
そ
れ
ぞ

れ
に
対
す
る
略
体
仮
名
が
周
一
資
料
中
に
な
い
　
（
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝

王
経
別
筆
、
地
蔵
十
翰
経
元
慶
点
、
石
山
内
供
淳
祐
点
な
ど
特
定
資
料
を
除

く
）
点
が
平
安
中
期
以
後
の
平
仮
名
を
交
え
る
資
料
と
異
な
る
の
で
暫
く
お

く
0

平
安
中
期
以
後
、
消
息
・
物
語
・
和
歌
等
を
平
仮
名
で
綴
っ
た
資
料
の
現

わ
れ
る
頃
の
、
訓
点
資
料
に
最
も
普
通
に
多
く
用
い
ら
れ
た
の
は
略
体
の
片

仮
名
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
に
当
時
の
平
仮
名
を
も
交
用
し
た
り
、
あ
る
い

は
平
仮
名
で
訓
み
を
記
し
た
一
群
の
訓
点
資
料
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
に
つ
い

て
は
中
田
祝
夫
博
士
の
論
及
が
あ
る
。
（
音
点
本
の
国
語
学
的
研
究
、
絵
論

篇
ペ
五
七
六
）

東
洋
文
庫
蔵
尚
書
平
安
中
期
点
（
中
田
博
士
に
よ
れ
ば
延
喜
－
天
暦
頃
か

と
さ
れ
る
）
、
漢
書
楊
雄
伝
天
暦
二
年
（
九
四
八
）
点
、
石
山
寺
蔵
求
問
持

法
応
和
二
年
（
九
六
二
）
頃
点
、
史
記
延
久
五
年
（
一
〇
六
四
）
点
、
上
野

図
書
館
蔵
大
毘
底
退
部
経
嘉
承
三
年
（
一
一
〇
八
）
聖
忠
加
点
、
書
陵
部
蔵

大
乗
本
生
心
地
観
経
院
政
後
期
点
が
管
見
に
入
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
い
ず

れ
も
ヲ
コ
ト
点
が
博
士
家
点
か
ま
た
は
そ
れ
に
極
似
す
る
こ
と
は
、
中
田
博

士
の
い
わ
れ
る
通
り
で
興
味
あ
る
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
中
田
博

士
は
「
博
士
家
の
人
々
は
仏
教
の
学
侶
よ
れ
も
平
仮
名
に
接
す
る
場
合
が
多

か
っ
た
」
と
さ
れ
て
い
る
。
（
前
掲
吉
）

こ
こ
に
取
り
上
げ
た
い
の
は
そ
れ
ら
の
中
の
字
音
語
、
特
に
拗
音
表
記
で

あ
る
。
求
聞
持
法
応
和
頃
点
は
土
左
日
記
よ
り
二
十
数
年
後
の
も
の
で
、
院

政
時
代
の
大
乗
本
生
心
地
観
経
古
点
と
共
に
特
に
平
仮
名
主
義
の
も
の
で
あ

る
が
、
そ
の
中
に
、

厩

所
想
之
文
字
、
巡
環
し
往
来
す
る
こ
と

の
例
が
あ
る
。
全
巻
百
行
程
の
少
量
で
あ
る
か
ら
、
該
当
語
と
し
て
は
右
の

例
で
、
他
に
サ
行
の
仮
名
で
表
わ
し
た
、
い
わ
ゆ
る
直
音
の
例
、

そ

ノ

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

そ

ヽ

後
に
日
飾
、
或
（
い
）
は
月
蝕
の
時
に
　
初
め
蝕
（
し
）
て

が
あ
る
。
「
願
」
「
そ
く
」
と
も
に
、
土
左
日
記
の
表
記
「
願
」
「
さ
う
じ
も

の
」
に
合
い
、
し
た
が
っ
て
ま
た
和
名
抄
の
そ
れ
に
も
、
地
蔵
十
輪
経
元
慶

点
の
表
記
に
も
合
う
の
は
、
加
点
年
代
か
ら
見
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

次
に
静
掛
掛
臥
方
舟
本
卦
心
軌
跡
紆
掛
掛
掛
掛
か
は
、
最
も
平
仮
名
の
多

い
点
本
で
あ
る
。
稀
に
片
仮
名
も
存
す
る
が
、
そ
れ
は
殆
ど
痔
定
字
音
語

の
表
記
に
宙
い
て
あ
る
。
片
仮
名
の
全
例
を
挙
げ
る
。
（
雷
電
監
護
欝

琵
舶
）

せ
ら
る
シ
ヤ
ク
ヤ
ク

1
a
、
、
所
〓
策
役
叫

シ
ャ
　
　
　
　
　
　
ニ
ヤ
ク
　
シ
ユ
　
　
　
　
　
　
ヂ
ヨ
　
　
　
シ
3

秒
碩
　
便
－
溺
　
竪
　
群
－
猪
　
野
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ち
ヤ
ノ
ヽ
　
　
シ
ム
シ
　
く
　
　
シ
ャ
k
′

L
U
、
敵
　
伸
縮
　
　
賞
－
功

の
ひ
ヽ
ま
h
ソ

ホ
タ

2
a
、
侵
－
僕

や
つ
こ

b
、
攣
る
こ
と
（
欝
駈
短
仮
）

3
a
、
電
光

テ
ン

ひ
y

b
、
牝
蝕

め

シ
ム
シ
ユ
く
　
　
　
め
　
ヘ
ム
　
　
も
む
u
ム

仲
栢
　
駕
鞭
　
沈
愉

ふ
ン
　
ワ
（
？

全
　
汚

け
　
か
　
す

ら
ン

阿
蘭
若
（
「
ら
ん
」

え
ウ
　
　
さ
い
　
　
キ

4
　
　
動
揺
　
旋
1
旗

せ
い

マ
と
か
　
　
†
L
〈
し
と
き

5

　

　

円

　

　

在

こ
ン欣

－
超

の
「
ん
」
の
上
を

せ
ん

慶
慰
　
不
－

ヰ

マ
し
　
　
か
な
へ
テ

増

　

応

お
ノ
ヽ
に
γ

沃
潤

「
ン
」

ヰ遺つ
い
テ

紹

ひ
　
よ
う
に
ン
　
　
た
人
　
　
を
ン

皮
膚
潤
　
悍
　
怨

と
訂
し
た
も
の
）

ル
　
　
　
も
ん
モ

白
線
　
椚
摸

我
レ
是
レ
慌
猷
＝
肝

他
は
、
平
仮
名
で
、
そ
れ
が
全
巻
の
大
部
分
を
占
め
る
。
し
か
も
和
訓
が
長

も
多
い
。
右
の
例
中
に
も
「
せ
ら
る
」
「
の
ひ
し
ゝ
ま
り
」
「
や
つ
こ
」
「
け

か
す
」
等
見
え
、
字
音
語
の
片
仮
名
表
記
と
使
い
分
け
て
あ
る
こ
と
か
ら
も

窺
え
よ
う
。
（
木
資
料
の
全
貌
に
つ
い
て
は
別
に
公
表
の
損
を
得
た
い
）
。
右

の
片
仮
名
の
う
ち
、
㈲
だ
け
は
和
訓
の
一
部
に
用
い
た
例
で
あ
る
が
、
同
語

ま
た
は
類
語
を
他
の
箇
所
で
は
、
平
仮
名
で
、

ま
け
　
ま
こ
と
　
　
ま
す
く
　
ま
し
〈
　
ま
う
け
し
こ
と
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
も
て
　
　
か
つ
て

曲
　
真
　
　
倍
　
　
有
　
　
設
　
　
菩
提
毒
　
起
　
曽

わ
れ
　
　
こ
れ
が
　
　
こ
れ
　
　
　
つ
ね
　
　
つ
く
す
　
ナ
な
は
も
　
ナ
な
は
も
　
　
い
は
ゆ
る

我
れ
走
れ
　
我
　
是
　
是
空
　
恒
　
喝
　
　
即
　
　
便
　
所
謂

と
あ
り
、
畠
か
ら
見
て
も
、
朗
は
例
外
の
位
置
に
あ
る
。

（
1
）
　
か
ら
（
4
）
　
ま
で
は
字
音
語
で
あ
る
。
（
a
）
　
は
そ
の
語
が
片
仮
名

の
み
で
、
（
b
）
　
は
一
語
中
の
他
の
音
節
に
平
仮
名
を
含
む
。
こ
の
う
ち

（
1
）
　
は
開
拗
音
で
、
「
ヤ
・
ユ
・
ヨ
」
を
片
仮
名
で
表
記
し
て
い
る
。
拗
音

は
、
外
に
顎
音
表
記
で
（
声
点
略
）
、

経

　

五

更
－
－
互
・

賢
潤

が
あ
る
。
合
拗
音
は
片
仮
名
表
記
の
例
は
な
く
、
二
例
が
と
も
に
顆
音
表
記

で
あ
る
二
声
点
略
）

観

光
明
　
焼
－
然

化
ち
に
く

血
肉

こ
れ
を
全
巻
に
片
仮
名
で
加
点
し
た
一
般
の
訓
点
資
料
と
比
乾
す
る
と
、

既
述
の
院
政
後
期
加
点
の
石
山
寺
蔵
大
店
西
域
記
長
克
点
の
拗
音
表
記
に
近

い
の
で
あ
る
。
長
克
点
で
は
、
合
拗
音
に
害
者
表
記
が
ま
だ
三
分
一
の
存

し
、
閑
拗
音
は
「
錠
尺
」
の
憲
音
表
記
が
一
例
あ
っ
た
が
、
他
は
「
ヤ
・
ユ
・

ヨ
」
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
当
る
字
音
を
含
む
語
が
当
時
代
の
平
仮

名
文
で
は
漢
字
表
記
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
述
の
通
り
で
あ
る
。
心
地
説
経
古

点
が
平
仮
名
主
義
で
あ
る
こ
と
は
、
長
巾
見
点
と
同
じ
訓
点
資
料
で
は
あ
っ
て

も
、
彼
は
片
仮
名
主
義
で
あ
る
か
ら
、
役
に
遠
く
、
む
し
ろ
当
時
の
手
ほ
名

文
の
表
記
に
近
い
。
し
か
し
、
平
仮
名
文
で
漢
字
表
記
と
し
て
い
る
拗
音
を

含
む
語
を
心
地
設
経
盲
点
が
わ
ざ
わ
ざ
片
仮
名
で
表
記
し
、
そ
の
書
式
は
員

克
点
の
片
仮
名
の
そ
れ
に
等
し
い
の
で
あ
る
。

次
に
片
仮
名
表
記
で
例
が
多
く
注
意
さ
れ
る
の
は
舌
内
窪
音
の
「
ン
」
で

あ
る
。
（
a
）
の
よ
う
に
そ
れ
を
含
む
語
を
「
テ
ン
」
の
ご
と
く
片
仮
名
に
す
る

も
の
も
あ
る
が
、
む
し
ろ
（
b
）
尾
子
音
の
援
音
だ
け
「
に
珂
」
と
片
伝
名
で

表
記
す
る
例
が
多
い
。
（
特
に
　
「
打
両
君
」
で
は
「
ら
ん
」
の
　
「
ん
」
と
あ

か
の
を
わ
ざ
わ
ざ
「
ン
」
に
訂
し
て
い
る
）
。
三
内
点
者
は
、
当
詩
の
亭
伝

名
文
で
は
、
漢
字
で
表
記
さ
れ
る
試
写
の
。
、
ま
た
平
佼
名
で
表
記
さ
れ
て

も
「
せ
し
（
宣
旨
）
」
「
ぜ
し
（
禅
田
）
」
「
ぜ
（
店
）
」
な
ど
舌
内
畏
音
は
と
芸
人
記
で
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あ
っ
た
こ
と
は
既
述
の
北
山
抄
崇
背
空
目
〓
院
蔵
消
息
の
示
す
と
こ
ろ
で
あ

る
。
（
た
だ
し
後
者
に
は
「
け
も
ん
（
解
文
）
」
の
例
も
見
え
て
い
た
）
。
三
内

貴
書
ゐ
片
仮
名
が
舌
内
に
多
い
の
は
偶
然
で
は
な
い
。
つ
ま
り
平
仮
名
文
で

涼
字
表
記
か
書
式
記
と
す
る
所
を
、
心
地
曇
琵
古
点
で
は
片
僅
名
で
残
し
た

こ
と
に
な
る
。
．
「
ン
」
は
平
穏
名
文
に
は
な
く
、
訓
点
な
ど
略
体
仮
名
表
記

の
独
自
の
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
平
仮
名
で
（
声
点
書
）
、

ち
ん
江
い
　
け
ん
も
ヽ
　
け
ん
　
　
1
ん
モ
　
　
せ
ん

樗
票
　
聖
餐
　
僅
心
　
椚
投
　
箔
住

の
円
が
お
る
の
l
ま
蔓
通
院
蔵
消
息
に
既
に
一
例
「
け
も
ん
（
解
文
）
」
と
あ
っ

た
こ
と
と
関
し
て
考
え
ら
れ
る
。
他
に
平
佗
名
で
字
音
語
を
表
記
し
た
語
は

（
陀
罠
尼
を
除
く
）
、
（
声
点
略
）

た
，
そ
く
　
ヤ
　
ろ
く
　
　
　
も
く
　
　
け
ん
あ
く
　
に
く

一
、
治
，
野
澤
増
＝
瑞
へ
3
肉
　
号
　
き
ち
て
い
か
，

舟
坑
　
明
用
　
益
清
　
造
語
風
　
音
T
由
　
‖
決
－
巨
　
億
昂

よ

う

　

か

む

て

む

か

ん

み

　

ち

む

毎
会
　
廿
甜
　
甘
美
　
沈

れ

う

　

く

　

ら

，

　

　

　

え

う

　

ち

，

　

　

て

　

－

　

　

ち

，

二
、
甥
は
労
効
用
誓
言
憎
効
　
篭
　
ひ
か
も
い

比
　
遺
1
余
白
綬
　
拇
　
泰
然
な
ら
ん
　
茂
！
盛
　
飛
蛾
填
塵

れ

い

　

　

　

ら

　

か

い

　

　

　

　

こ

　

　

こ

讃
－
励
　
大
法
1
螺
　
改
挙
　
大
法
－
矩
　
大
智
煙

が
あ
る
が
、
⇔
は
無
論
、
H
の
三
内
入
声
、
喉
内
・
唇
内
壁
自
重
、
当
時
け

平
仮
名
文
で
表
記
さ
れ
た
こ
と
は
既
述
の
ご
と
く
で
あ
る
。
残
る
和
訓
も
陀

羅
尼
も
平
仮
名
で
あ
る
か
ら
、
心
地
観
経
古
点
の
片
仮
名
は
、
恰
も
当
時
の

平
仮
名
文
中
の
漢
字
と
同
じ
程
度
の
量
で
あ
り
、
か
つ
同
じ
性
質
の
字
音
語

で
あ
っ
た
。
平
仮
名
文
中
に
漢
字
表
記
す
る
も
の
と
、
平
仮
名
本
位
の
訓
点

ヽ

ヽ

　

ヽ

ヽ

中
に
片
仮
名
衷
記
し
た
語
と
は
、
う
ら
は
ら
の
関
係
に
お
い
て
、
平
仮
名

文
中
の
漢
字
表
記
の
語
の
解
明
に
資
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

心
地
観
経
古
点
で
、
（
5
）
の
和
訓
の
一
部
に
片
仮
名
の
存
す
る
の
は
、

む
し
ろ
例
外
的
で
あ
る
こ
と
を
既
に
述
べ
た
。
こ
の
よ
う
な
例
外
は
何
故
に

生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
思
う
に
、
心
地
観
経
の
原
の
訓
点
が
片
仮
名
で
付

せ
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
そ
れ
を
平
仮
名
主
義
で
移
点
し

直
す
に
際
し
て
偶
々
も
と
の
片
仮
名
に
ひ
か
れ
て
誤
入
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
恰
か
も
観
智
院
本
三
宝
絵
の
片
仮
名
交
り
文
中
に
、
偶
々
不
自
然
な
形

で
平
仮
名
を
存
す
る
が
ご
と
く
で
あ
る
。
さ
す
れ
ば
拗
音
や
舌
内
撥
音
「
ン
」

が
片
仮
名
表
記
で
当
時
の
一
般
の
片
仮
名
訓
点
の
表
記
と
一
致
す
る
の
も
そ

の
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
そ
れ
が
平
仮
名
に
敢
え
て
直
さ
れ
な
か
っ

た
の
は
、
「
ン
」
骨
平
仮
名
文
に
も
な
い
文
字
で
あ
り
、
拗
音
表
記
も
当
時

の
平
仮
名
文
で
は
漢
字
表
記
で
あ
っ
た
か
ら
、
当
時
の
平
仮
名
文
の
表
記
慣

習
に
従
っ
て
、
平
仮
名
に
改
め
ず
、
原
の
片
仮
名
表
記
の
ま
ま
残
し
た
も
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
さ
す
れ
ば
、
片
仮
名
は
表
記
上
漢
字
の
代
用
を
果
し
た

ヰ

こ
と
に
な
る
。
こ
の
方
は
偶
然
で
は
な
か
っ
た
と
思
う
。
（
4
）
の
「
遺
」

ル

　

え

ウ

　

モ

「
棲
」
「
揺
」
「
技
」
は
別
に
平
仮
名
表
記
も
あ
い
（
前
掲
の
例
）
、
（
5
）
と

同
じ
ぐ
偶
然
に
残
ろ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

右
の
心
地
観
経
古
点
の
平
仮
名
と
片
仮
名
と
の
使
い
分
け
の
事
実
は
、
共

に
音
節
文
字
で
あ
り
な
が
ら
、
既
に
指
摘
し
た
ご
と
く
、
平
仮
名
と
片
仮
名

と
は
全
く
同
一
の
機
能
を
果
す
も
の
で
な
い
こ
と
を
物
語
る
。
表
音
性
は
片

仮
名
の
方
が
よ
り
強
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
訓
点
資
料
で
、
漢
字
の
訓
や

音
を
示
す
の
に
、
片
仮
名
で
付
す
の
が
常
道
で
あ
っ
て
、
こ
の
資
料
の
よ
う

に
平
仮
名
で
加
占
ず
る
こ
と
は
遂
に
一
般
化
し
な
か
っ
た
こ
と
を
思
う
べ
き

で
あ
る
。

的
譜
盟
邦
平
安
時
代
の
、
和
歌
を
平
仮
名
で
表
記
し
た
資
料
を
、

平
仮
名
文
考
察
の
対
象
と
す
む
こ
と
は
、
尾
上
柴
舟
・
吉
沢
義
則
博
士
に
よ
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っ
て
早
く
か
ら
な
さ
れ
た
。
1
そ
の
資
料
が
、
古
来
古
筆
切
と
し
て
珍
重
さ
れ

て
多
く
残
存
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
主
と
七
て
和
歌
を
綴
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
し
か
し
、
当
時
の
和
歌
の
用
語
は
、
洗
錬
さ
れ
た
歌
語
が
主
体
で
あ
っ

て
、
し
た
が
っ
て
和
語
を
専
ら
と
し
て
い
て
、
拗
音
・
三
内
撥
音
・
入
声
音

等
の
字
音
語
は
、
物
名
歌
な
ど
の
特
殊
の
場
合
以
外
に
は
用
い
ら
れ
る
こ
と

は
少
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
終
始
平
仮
名
で
表
記
さ
れ
、
字
音
語
の
漢

字
表
記
の
介
入
す
る
機
会
は
R
寵
も
少
な
か
っ
た
わ
け
で
、
結
果
と
し
て
、
い

わ
ゆ
る
「
平
仮
名
専
用
」
の
体
を
示
し
て
い
る
。

土
左
日
記
に
接
す
る
頃
の
和
歌
の
平
仮
名
資
料
と
し
て
年
代
の
碇
か
な
も

の
に
、
資
料
⑦
醍
醐
寺
五
重
塔
天
井
板
の
落
書
中
の
平
仮
名
和
歌
と
、
資
料

㊥
興
屈
寺
本
因
明
義
断
略
記
紙
背
和
歌
と
が
あ
る
が
、
既
述
の
ご
と
く
平
仮

名
だ
け
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
伝
貫
之
等
の
高
野
切
古
今
集
は
、
貫
之

自
筆
で
は
な
い
が
、
十
一
世
紀
中
頃
と
さ
れ
る
（
文
献
9
1
0
等
）
。
そ
の
和

歌
の
箇
所
は
ま
た
平
仮
名
だ
け
で
振
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
を
以
て
、

当
時
の
平
仮
名
文
が
「
平
仮
名
専
用
」
で
あ
っ
．
た
と
す
る
の
は
速
断
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
既
述
の
消
息
・
日
記
を
引
か
ず
と
も
、
右

の
高
野
切
で
さ
え
、
そ
の
詞
書
の
中
に
彗

貞
祝
　
寛
平
．
僧
正
遍
照
　
御
屏
風
　
女
御
　
舎
利
ゑ
　
京
に

．
弘
微
殿
　
前
栽
　
仙
宮
　
雲
林
院
　
東
宮
　
亭
子
院

花
山
　
有
仙
　
仁
和
寺
　
　
律
師
　
欝
別
・

友
則
　
貫
之
　
紀
友
則

の
字
音
語
を
含
む
漢
字
、
お
よ
び
固
有
名
詞
の
漢
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の

で
l
ぁ
る
。
さ
す
れ
ば
、
．
和
歌
に
み
る
「
平
仮
名
専
用
」
体
は
、
平
安
時
代
の

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

平
仮
名
文
の
一
つ
の
様
相
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
平
仮
名
だ
け
で
綴
っ
た
様
式
は
、
厳
密
に
は
、
和
歌
に
お
い
て
さ

え
、
極
め
て
限
ら
れ
た
時
期
と
種
類
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
十
一
世

紀
初
の
御
堂
関
自
記
の
道
長
自
筆
本
中
の
平
仮
名
の
和
歌
に
は
、
「
山
」
「
雪
」

な
ど
の
漢
字
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
既
述
の
よ
う
に
特
例
と
し
て
も
、

院
政
期
の
元
永
本
古
今
集
や
西
本
願
寺
本
三
十
六
人
集
に
は
、
和
語
に
漢
字

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
元
永
本
古
今
集
の
巻
五
・
八
で
高
野
切
と
同
一
部
分

中
か
ら
漢
字
表
記
の
語
を
拾
う
と
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
（
数
字
は
用
例
数
）

秋
空
抹
1
）
　
有
　
在
3
　
両
　
宏
　
今
更
　
思
5
　
凰
7
　
方
々
．

大
方
　
神
2
．
雲
　
白
雲
　
心
5
　
心
地
2
　
事
　
衣
　
田
　
千
々

千

く

さ

2

　

月

時

。

彗

　

名

2

　

授

業

花

1

3

　

章

1

巧

春
　
日
　
人
1
。
吹
　
身
4
　
水
2
　
導
．
坊
を
・
物
な
ら
（
影
式
名

詞
）
山
2
5
　
雪
3
　
行
8
　
夜
5
　
詑

右
は
、
消
息
・
日
記
の
実
用
的
平
仮
名
文
で
、
亭
安
後
半
期
以
後
に
加
わ
っ

た
（
と
見
ら
れ
る
）
、
和
語
の
漢
字
表
記
の
そ
れ
と
一
員
す
る
。
〓
致
し
た

い
の
は
、

a
　
君
　
自
山
　
王
　
云
　
闘
　
某
　
日
す
知
誉
（
し
む
）
3
　
猿
（
む
）

兼
て
　
為
　
別
　
恋
し
　
夕
暮
　
肯
　
如
何
　
今
日
　
明
日
一
年

b
　
壁
化
吹
蒔
乱
両
　
立
前
後
（
た
ち
な
む
の
ち
）
　
前
（
掠
会
員
日
記

な
む
）
4
・
筒
先
（
局
な
む
）
　
息
（
息
聖
司
ら
む
）
　
覧
（
円
ら
む
）
2

去
年
（
助
詞
こ
そ
）
2
．
6
（
助
詞
と
も
）
　
飽
（
烏
詞
か
王

蕃
早
甫
（
は
る
さ
め
）

で
あ
る
が
、
（
a
）
は
詔
例
と
見
ら
れ
る
。
（
b
）
は
い
わ
ゆ
る
完
字
を
含
む

が
、
そ
れ
は
万
葉
芸
や
茹
露
万
震
災
の
表
記
に
ヨ
ず
る
も
の
で
、
一
望
会
し
あ

る
が
ゆ
え
の
持
異
な
表
記
法
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
浣
字
の
書
は
、
高
賢
切
で

2

7



〕Ⅱ〔式注記表の文名仮平の代時安平

は
三
・
円
名
で
票
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
　
（
b
）
　
以
外
の
語
の
表
記

採
当
害
の
消
息
・
日
記
の
平
仮
名
文
で
和
語
を
浣
字
菜
記
し
た
語
票
と
相
通

ず
る
。
箆
と
異
な
る
の
は
、
字
音
語
が
た
い
た
め
に
そ
の
漢
字
表
記
が
な
い

こ
と
で
あ
る
。

八
、
結
　
　
　
語

以
上
、
I
と
Ⅱ
を
睾
笥
す
る
と
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
1
、
平
安
時
代
の

平
喜
名
文
の
買
記
は
、
一
穀
に
は
平
校
名
に
漢
字
を
交
え
る
様
式
で
あ
っ

た
。
2
、
そ
の
漢
字
の
性
質
は
定
ま
っ
て
い
て
、
根
幹
と
し
て
は
、
拗
音
・

舌
内
入
声
音
・
三
内
責
音
を
含
む
字
音
語
の
表
記
で
あ
っ
た
。
3
、
後
半
以

後
に
は
和
語
で
も
接
琶
詞
・
接
頭
語
・
助
辞
を
は
じ
め
と
し
て
、
頻
出
L
か

つ
草
体
と
し
て
函
数
の
少
な
い
和
語
の
漢
字
表
記
も
加
わ
っ
た
ろ
う
。
4
、

右
の
字
音
語
が
仮
名
で
表
記
さ
れ
な
い
の
は
、
当
代
の
訓
点
資
料
で
も
、
そ

ヽ

　

t

．

．

．

ヽ

ヽ

　

ヽ

の
昔
の
表
記
が
固
定
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
欲
し
て
、
平
仮
名
で
そ
の
昔

．

、

　

ヽ

　

Ⅰ

　

　

t

　

．

＿

　

1

　

1

　

　

1

　

1

．

　

1

　

1

　

1

　

．

　

1

　

．

烹
乱
す
ふ
習
慣
が
定
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て

訓
点
資
料
で
そ
の
表
記
の
固
定
し
て
来
た
院
政
後
半
期
以
降
に
は
、
平
仮
名

文
で
も
、
右
の
種
の
号
音
語
を
平
仮
名
で
表
記
す
る
も
の
が
生
じ
た
。
・
5
、

院
政
後
期
に
平
仮
名
で
加
点
し
た
訓
点
資
料
で
、
右
の
種
の
字
音
語
を
片
仮

名
で
表
記
し
た
事
実
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
平
仮
名
文
の
字
音
語
の
漢
字
が
果

す
機
能
の
代
用
と
見
ら
れ
、
か
つ
、
同
じ
音
節
文
字
で
も
、
片
仮
名
の
方
が

よ
り
表
音
的
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
6
、
和
語
が
漢
字
表
記
さ
れ
る
に
至

っ
た
の
は
、
そ
の
語
の
性
質
か
ら
見
て
、
平
仮
名
二
字
あ
る
い
は
三
字
等
を
漢

字
一
字
で
し
か
も
少
画
で
書
ぺ
と
い
う
経
済
的
理
由
が
一
因
で
、
少
く
と
も

漢
字
の
表
意
性
を
第
一
義
と
し
た
も
の
で
は
た
か
ろ
う
。
7
、
平
仮
名
だ
け

で
表
記
さ
れ
た
文
は
、
字
音
語
を
含
ま
な
い
和
歌
に
お
い
て
多
く
見
ら
れ
る

も
の
で
、
そ
れ
も
、
筏
に
一
般
に
和
語
を
も
漢
字
で
表
記
す
る
に
至
っ
て
か

ら
は
、
そ
こ
に
も
漢
字
が
含
ま
れ
て
く
る
。
し
た
が
っ
て
厳
密
の
意
味
で
の

「
平
仮
名
専
用
」
文
は
、
極
め
て
限
ら
れ
た
位
相
の
、
短
か
い
時
期
の
、
も

の
で
あ
っ
た
。
現
存
資
料
で
い
え
ば
和
歌
の
古
筆
切
等
の
中
に
見
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。
8
、
平
仮
名
文
が
、
他
の
文
体
例
え
ば
変
体
漢
文
中
に
挿
入
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
片
仮
名
交
り
文
の
片
仮
名
の
代
り
に
平
仮
名
が
鳳

．
い
．
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
相
互
影
響
も
加
わ
っ
て
、
平
仮
名
の
表
記
様
式
は

平
安
時
代
に
お
い
て
も
程
々
の
様
相
を
示
し
て
い
た
。

以
上
で
あ
る
。
右
の
論
考
は
更
に
今
後
の
発
展
に
期
す
べ
き
諸
点
を
持
っ

て
い
る
。
第
一
に
鎌
倉
時
代
以
降
に
お
け
る
平
仮
名
文
の
実
態
調
査
を
な

し
、
平
安
時
代
の
そ
れ
と
比
較
し
て
、
如
何
に
連
な
っ
て
行
っ
た
か
、
ま
た

そ
れ
は
今
日
の
平
仮
名
文
と
比
較
し
て
は
如
何
で
あ
る
か
。
異
な
る
と
す
れ

ば
、
そ
の
相
違
の
問
の
法
則
性
と
原
因
が
追
究
さ
れ
る
要
が
あ
る
。
賢
一
に

流
民
物
語
や
枕
草
子
な
ど
の
平
安
時
代
の
古
写
本
や
古
筆
切
の
検
討
。
第
三

に
、
漢
字
音
語
の
国
語
へ
の
浸
透
過
程
を
解
明
す
る
こ
と
。
第
四
に
類
昔
表

記
あ
る
い
は
宛
字
の
論
。
そ
の
他
尚
検
討
す
べ
く
残
さ
れ
た
問
題
は
多
い
の

で
あ
る
。〔

付
記
〕
　
　
本
稿
に
関
し
て
、
中
田
祝
夫
博
士
か
ら
貴
重
な
文
献
を
、

伊
東
卓
治
氏
か
ら
求
問
持
法
の
写
真
を
貸
与
さ
れ
て
、
諸
々
の
教
示
を

頂
き
、
ま
た
馬
渕
和
夫
・
山
田
俊
雄
・
福
島
邦
這
・
桑
島
裕
・
小
松
英

雄
・
神
作
光
一
の
諸
氏
、
お
よ
び
東
洋
大
学
王
朝
文
学
研
究
会
の
各
氏

に
教
示
と
助
力
を
仰
い
だ
。
特
に
小
松
英
雄
氏
に
は
初
稀
を
精
読
頂
い

た
。
記
し
て
厚
く
お
礼
申
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

（
昭
和
三
十
五
年
十
一
月
十
八
日
稿
、
十
二
月
十
二
日
改
稿
）

－
　
東
洋
大
学
助
教
授
　
－
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